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アンケート結果について（授業評価部分）
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて８０％前後で
ある。各項目の評価指数は、他の授業形態（「外国語」、「演習」、「体育」）の
それと比較して最も低い。昨年度との比較では、全ての項目において、＜そう
思う＞＜ややそう思う＞の合計が増加している。また、「3.この授業は知的関心・
教養を高めたり、専門的知識・技能を身につける上で役立った」、「5.この
授業の担当教員は学生の質問や要望に応えた」の評価指数が０．１ポイント
アップしている。授業の問題について、全ての項目が減少している。
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて８６％前後で
ある。各項目の評価指数は、授業形態別では「講義」より高く、「演習」、「体育」
より低い。昨年度との比較では、各項目とも＜そう思わない＞＜あまりそう思わ
ない＞の合計が減少しており、また「5.この授業の担当教員は学生の質問や
要望に応えた」の評価指数が０．１ポイントアップしている。
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて９２％前後で
ある。各項目の評価指数は、授業形態別では「体育」と並んで高い。昨年度と
の比較では、全ての項目において、＜そう思う＞＜ややそう思う＞の合計が若干
増加している。
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて８９％前後であ
る。各項目の評価指数は、授業形態別では「講義」、「外国語」と比較して高く、

「演習」と同程度の水準である。昨年度との比較では、全ての項目において＜そ
う思う＞＜ややそう思う＞の合計が減少し、設問1、3、4の＜そう思わない＞＜あ
まりそう思わない＞の合計が増加している。
体育以外で１００％－７５％の出席率が増加し、低出席率が減少している。

「教員の話が聞き取りにくい」が、すべての授業形態において減少している。

2017年度春学期「学生による授業評価アンケート」全体集計結果
２０１7年度春学期「学生による授業評価アンケート」の授業形態別（講義・外国語・演習・体育）の
全学的な平均値を報告します。

【実施日程・調査方法】
　２０１７年度春学期「学生による授業評価アンケート」は、最終授業日（７月
１０、１３～１９日）の指定クラスにて教員から学生に直接配付され、指定クラス
を履修していない学生や欠席者などに対しては自宅送付により配付されまし
た。回収については、従来通り指定クラスの学生代表者がアンケートを収集
し、一括して窓口に提出する方式がとられ、その他は学内投函箱へ提出、
または郵送により提出する方式がとられました。
　アンケートはマークシート（シートＡ）と自由記述（シートＢ）の方式をとり、
シートＡでは授業ごとに「学生の出席状況」「授業に関する５項目の質問」

「授業の問題点」について選択肢を設けました。シートＢでは学生からの要望・
意見を求めました。
　また、回答者の授業評価が一定程度出席した上での判断であるかどうか
を把握するために出席状況を確認し、「24％以下」「ほぼ全回欠席」と回答
した人に対しては、低出席の理由を回答する選択肢を設けました。

【集計方法】
　提出されたアンケート用紙はコンピュータで集計しています。シートＡはマーク
シートの読み込み、シートＢは学科・学年・出席状況の入力と、自由記述部分
は原文のままタイプで打ち直して入力しています。なお、入力の際には学生
個人を特定するデータは一切含まれていません。

【結果の報告】
　アンケート結果は科目ごとに集計され、各教員に２０１７年度秋学期授業
開始前に配付されました。学生に尋ねた５つの質問項目について、全体および

出席状況別に選択数（率）を表記し、これを同じ授業形態における「全学
平均」と比較できるようにしました。
　また、「そう思う＝1.5」「ややそう思う＝0.5」「あまりそう思わない＝－0.5」

「そう思わない＝－1.5」「わからない＝０」として評価指数を算出し、同じ授業
形態の全学平均と比較表示させ、教員が自分の授業の評価の位置付けを
把握できるようにしています。自由記述欄については個人が特定できないよう
タイプ打ちされたものを渡しました。

【今後の方針】
　授業評価アンケートにより、教員は学生の授業に対する評価・感想・要望など
を知ることができ、授業計画の修正や、授業方法の改善を図ることができます。
授業評価アンケートは学生の意見を採り入れながら授業の質や教育効果を高
めていく手段として重要なものです。
　本学では各担当教員より寄せられる、アンケート結果に対するフィードバックを
公表する制度（※）を今後も継続して実施し、授業に対する教員・学生の理解が
互いに深まり、よりよい授業が展開されるよう取り組んでいきたいと考えています。
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授業形態別　出席状況（全学平均）1 単位 ％

項　目 選択肢
講　義

17春学期 16春学期 17春学期 16春学期 17春学期 16春学期 17春学期 16春学期

外国語 演　習 体　育

出席状況

100－75％
  74－50％
  49－25％
24％以下
ほぼ全回欠席
不明（未記入）

71.4
15.2

6
2.4
3.5
2.7

68.4
16.4
6.7
2.7
4.2
2.8

88.4
6.6
1.1
0.8
1.2
2.6

88
6.8
1.1
0.9
1.4
2.6

85.3
9.1
2.3
1.1
0.6
2.7

84.1
10
2.1
1.3
0.8
2.8

81.9
8.9
1.8
1.4
4.2
2.6

82.2
10.4
1.8
1.1
3.2
2.1

注：複数回答可。値は回収数に対する回答数で出したものです。

授業形態別　授業評価（全学平均）3 単位 ％

17春学期 16春学期 17春学期 16春学期 17春学期 16春学期 17春学期 16春学期
項　目 選択肢

講　義 外国語 演　習 体　育

1．
この授業の
目標設定と
内容は適切
であった

2．
この授業の
担当教員の
説明はわか
りやすかった

3．
この授業は知
的関心・教養を
高めたり、専門
的知識・技能を
身につける上で
役立った

4．
この授業の
難 易 度・進
度は自分に
とって適 切
であった

5．
この授業の
担当教員は
学生の質問
や要望に応
えた

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）

50.4
33.7

7.5
2.5
5.8
0.8

45.9
33

10.9
4.5
5.7
0.7

47.4
33.9

9.3
3.5
5.8
0.8

44.2
34.5
10.8
4.3
6.3
0.7

47.2
33.4
8.5
3.2
7.7
0.8

47.9
34.7
8.2
2.8
6.4
0.8

43.7
33.5
11.4
4.9
6.4
0.7

45.3
34.5

9.9
3.9
6.4
0.7

41.9
35

11.6
4.8
6.7
0.7

44.7
33.6

9.5
3.8
8.4
0.7

61.2
27.8
5.7
2.6
2.7

1
57.1

28
8.2
4.2
2.5
0.9

57.8
29
7.4
3.2
2.7
0.9

53.3
30.1
9.5
4.4
2.7
0.8

60.6
26.5

5.8
3.2
3.9

1

59.9
28.1
6.5
2.9
2.6

1
55.8
27.9
9.3
4.5
2.5
0.9

56.5
29.7

7.7
3.5
2.6
0.9

52.6
30.4

9.8
4.7
2.6
0.8
58

27.6
7.1
3.5
3.7
0.9

69.4
24
3

1.3
2.3
1.1

69.6
23.3
3.5
1.5
2.1
1.1

69.3
23.2

3.9
1.4
2.2
1.1

65.9
25.9

4
1.6
2.6
1.1

70.8
22.2

2.7
1.4
2.9
1.1

69.2
23.8
3.3
1.3
2.4
1.1

68.4
24.3

3.7
1.4
2.2
1.1

68.3
24
4

1.4
2.3
1.1

65.4
25.5

4.7
1.9
2.6
1.1

69.4
23.3
3.2
1.4
2.7
1.1

76
15.3
2.6
0.8
5.3
1.2

72.9
17.3
2.7
1.2
5.8
1.1

70.3
17.6
4.4
1.9
5.8
1.1

70.3
17.9
4.6
1.5
5.8
1.1

71.2
17.6
3.6
1.1
6.5
1.1

75.8
17.3
2.2
1.1
3.6
1.2

74.5
17.9
2.5
1.6
3.6
1.2

69.3
21.3
3.6
2.1
3.8
1.1

71.1
19.3

4
1.9
3.7
1.1

70.9
19.2
3.4
1.5

5
1.1

注 1：「低出席者率」とは、出席状況「24％以下」「ほぼ全回欠席」を選択した人の率を指しますが、
回答者の評価がその授業に一定程度出席した上での判断かどうかを把握するための作業上
の基準であり、履修上必要な最低限の出席頻度を意味するものではありません。

注 2：複数回答可。値は低出席者数における回答数で表したものです。

授業形態別　低出席者率・理由（全学平均）2 単位 ％

項　目 選択肢
講　義 外国語 演　習 体　育

低出席者率

低出席理由

授業内容に不満
必修科目外
アルバイト
就職活動
クラブ・サークル
不明（未記入）

5.9
15.2
17.8
8.5

31.3
2.3

28.3

6.9
17.3

18
9.3

31.9
2.4
25

1.9
22

12.9
12.6
16.1
0.8

39.9

2.3
24.4
14.7

10
15.2

4
38.6

1.7
3.3
1.1
5.6

67.8
2.2

25.6

2.1
7.5
0.9
1.9

67.9
2.8

18.9

5.7
16.4
35.8
4.5

17.9
4.5

23.9

4.3
20.8
32.1
7.5
9.4
1.9

32.1

17春学期 16春学期 17春学期 16春学期 17春学期 16春学期 17春学期 16春学期

授業形態別　授業の問題（全学平均）　4 単位 ％

17春学期 16春学期 17春学期 16春学期 17春学期 16春学期 17春学期 16春学期

1.3
0.7
3.7
3.7

3
0.1
0.6
0.9

1.5
0.8
3.8
4.2
3.3
0.2
0.7

1

2
1.7
1.7
3.5
1.9
0.1
1.4
1.4

2
1.9
1.9
4.2
1.6
0.1

1
1.1

0.4
1.2
0.4
0.7
0.6
0.2
1.4
0.4

0.3
1.2
0.4
0.8
0.7
0.1
0.6
0.6

0.1
0.3

0
0.4
0.5
0.1
0.1
0.6

0.1
0.1
0.1
0.6
0.4

0
0.1
0.5

項　目 選択肢
講　義 外国語 演　習 体　育

授業の問題

テキストや教材が適切でない
宿題・課題が適切でない
板書が見えにくい
教員の話が聞き取りにくい
学生の私語が多い
未掲示休講がある
教員の遅刻・早退が多い
その他

※フィードバック公表制度について
　各教員の任意によりフィードバックが寄せられます。
　内容は評価結果について①項目別の納得度、②全体の納得度、③意見・
感想が記されています。
　フィードバックの公表時期は１１月を予定しております。詳細は決まり次第、
ホームページでお知らせします。
http://www.dokkyo.ac.jp/jikotenken/a04_01_04_j.html

17春学期 8,822
8,509

6,147
5,994

69.68%
70.44%16春学期

対象者数 回収数 回収率

「学生による授業評価アンケート」実施報告
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平良好利（国際関係法学科特任助手）共編　雨宮昭一
（名誉教授）、福永文夫（総合政策学科教授）分担執筆
『対話　沖縄の戦後―政治・歴史・思想』
吉田書店　2017年6月　2400円

山根一眞（国際環境経済学科特任教授）著
『スーパー望遠鏡「アルマ」の創造者たち
標高5000mで動き出した史上最高の“眼”』
日経BPコンサルティング　2017年7月　1500円

白川貴子（交流文化学科非常勤講師）訳（ジョー・ヴィターレ 著）
『お金を引き寄せる法則』
大和書房　2017年8月　1600円

小早川暁（英語学科教授）共訳（ジョン・R．テイラー 著）
『メンタル・コーパス
　―母語話者の頭の中には何があるのか―』
くろしお出版　2017年7月　4600円

■獨協大学ニュース「本箱」欄に掲載する新刊情報をお寄せください。
本学教職員（非常勤講師含む）が執筆した単著・共著・分担執筆・監修・翻訳書などの新刊情報を募集しています。
新刊がありましたら、中央棟2階総合企画課までご持参ください。表紙撮影後、返却いたします。

木村佐千子（ドイツ語学科教授）訳（マークス・ラータイ 著）
『愛のうた―バッハの声楽作品』
春秋社　2017年6月　2500円

J.S.バッハの主要な声楽作品を、時代背景ととも
にわかりやすく解説した聴取と演奏のための
ガイド。キリスト教における「愛」を主要なテー
マとしてバッハが音楽の中で描き出したドラマ
を再発見できます。

J.S.バッハの主要な声楽作品を、時代背景ととも
にわかりやすく解説した聴取と演奏のための
ガイド。キリスト教における「愛」を主要なテー
マとしてバッハが音楽の中で描き出したドラマ
を再発見できます。

認知言語学の専門書であると同時に、英語学習
についてのヒントが多く得られる本。文法をおさ
え、知っている単語の数を増やしても、英語が
できるようにならないのはどうしてかが分かる。
原著にはない「解題」もおすすめです。

認知言語学の専門書であると同時に、英語学習
についてのヒントが多く得られる本。文法をおさ
え、知っている単語の数を増やしても、英語が
できるようにならないのはどうしてかが分かる。
原著にはない「解題」もおすすめです。

30年にわたる巨大電波望遠鏡の開発と建設の
プロジェクトを追うことで、日本のものづくりの
底力と努力の大切さを伝えます。その建造に携
わった100人に取材、驚愕の成果を描いたノン
フィクション。

30年にわたる巨大電波望遠鏡の開発と建設の
プロジェクトを追うことで、日本のものづくりの
底力と努力の大切さを伝えます。その建造に携
わった100人に取材、驚愕の成果を描いたノン
フィクション。

7名の証言者と政治学・行政学の第一人者との
濃密な対話の記録。戦後沖縄とは何だったのか、
沖縄と本土の関係はどうだったのか。これまで
光があてられてこなかった側面が垣間見える
貴重な証言。沖縄政治の深淵を探る一冊です。

7名の証言者と政治学・行政学の第一人者との
濃密な対話の記録。戦後沖縄とは何だったのか、
沖縄と本土の関係はどうだったのか。これまで
光があてられてこなかった側面が垣間見える
貴重な証言。沖縄政治の深淵を探る一冊です。

井上泰日子（交流文化学科特任教授）著
『最新 航空事業論【第2版】
　エアライン・ビジネスの未来像』
日本評論社　2016年12月　2800円

航空機の「輸送」と「製造」、2つの領域をカバー
した画期的な「航空事業の教科書」。世界を変
えるLCC、JALの破綻と復活、世界的な業界再編
など最新の動向も網羅。歴史を踏まえ日本の課
題をあぶり出し、航空産業の明日を描きます。

航空機の「輸送」と「製造」、2つの領域をカバー
した画期的な「航空事業の教科書」。世界を変
えるLCC、JALの破綻と復活、世界的な業界再編
など最新の動向も網羅。歴史を踏まえ日本の課
題をあぶり出し、航空産業の明日を描きます。

人生、金銭、ビジネス…。真に豊かな人はどの
ようにチャンスをつかんでいったのか。ホーム
レスから大富豪になったヴィターレ博士の奇跡
の法則を全公開。お金との関係から、自分の人
生を見直すキッカケになる一冊です。

人生、金銭、ビジネス…。真に豊かな人はどの
ようにチャンスをつかんでいったのか。ホーム
レスから大富豪になったヴィターレ博士の奇跡
の法則を全公開。お金との関係から、自分の人
生を見直すキッカケになる一冊です。
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